別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：企画調査費　　　
	事業名:　円空大賞開催事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　環境生活部　人づくり文化課　文化振興係　電話番号：058-272-1111（内2455）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11151@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額： 26,000千円（前年度予算額：5,300千円）

　　　　　　　　　　　※平成２４年度は選考のみ実施

	事業内容


	１　要求の内容


 立体造形等の分野で、｢円空｣と同様に土着の文化に根ざしながら独創的な芸術を創造している国内外の芸術家を顕彰し、県民に優れた芸術文化に触れる機会を設けるとともに、円空を県外へ向けて発信します。

※円空：江戸時代の僧。美濃国(現在の岐阜県)生まれ。全国を行脚し、生涯に１２万体もの仏像を彫ったことで知られています。
（１）第７回円空大賞授賞式

平成２４年度に第７回円空大賞の選考を行い、受賞者を決定します。

円空大賞展開会式に合わせ、授賞式を行います。

受　賞　者　円空大賞１名、円空賞４名

（２）第７回円空大賞展

第７回円空大賞受賞者５名の作品展を開催します。

会期　平成２６年１月末～３月上旬　４０日間程度
場所　岐阜県美術館

　　　　


	２　所要経費


　

（１）授賞式　　　　　　　　　 9,827千円　
（２）大賞展　　　　　　　　　16,173千円　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度

予算額
	5,300
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,300

	要求額
	26,000
	0
	0
	878
	0
	0
	0
	0
	25,122

	決定額
	26,000
	0
	0
	878
	0
	0
	0
	0
	25,122


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　県民のために優れた芸術文化に触れる機会を設けるとともに、円空を県外へ向けて発信し、県民文化の醸成をはかります。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	円空大賞展
入場者数
	0
（H13）
	2,600
（H18）
	2,137
（H20）
	2,911
（H22）
	3,000
（H25）
	％
97.0

	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成24年度までの取組）

	・事業の活動内容

・平成１１年度に「円空大賞」を制定し、平成２３年度までに６回の選考、授賞式、大賞展を実施してきた。

・平成２５年度予定の円空大賞授賞式および円空大賞展に向け、平成２４年度に第７回円空大賞の選考を行った。

【第１回～第６回までの受賞者数】

円空大賞６名、円空賞２６名、知事賞３名（第１～３回まで）、特別賞１名(第１回のみ)



（平成24年度までの成果）

	・平成２４年度までに得られた事業の成果、今後見込まれる成果

・ふるさとの誇りとして円空の再評価と再認識が県民に広まり、円空仏の保存・継承に努める機運が醸成されるとともに、円空大賞を通して国内外に円空の慈愛の精神、類のない独自の芸術を発信することができた。

・受賞者からは、大賞展にあたっての作品展示を始め、ワークショップや鑑賞教室の講師を務めていただく等、岐阜県の文化・芸術の振興に多大な協力が得られた。
　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	・岐阜県の誇る円空の慈悲の精神を広め、県民に優れた芸術作品を鑑賞する機会や作家に講演会やワークショップの講師を務めていただくことで県民文化の向上や振興に寄与してきた。
・受賞作家厚意により、重要な作品を県民の財産として県美術館に所蔵することができた。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　第5回円空大賞展の入場者数2,137人に比べ、第６回円空大賞展は2,911人に増加した。また関連イベントである場踊りには合計約1,200人の観覧者があり、円空大賞の知名度は全国的にも浸透してきている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○
	　県民の方々が優れた美術品に触れる機会を増やすため、大賞展の期間を前回の21日間から40日間程度に増やすなど、事業の実施方法の見直しを行っている。



（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　円空大賞事業を通して岐阜県の誇る円空の精神を内外へさらに広める。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　今年度２０１３年初頭に東京国立博物館で飛騨の円空仏による大々的な展覧会が開催されるなど円空に対する評価は高く、この円空の精神に根差した本県独自の特色ある展覧会として円空大賞事業を継続して実施していく。


